
素間勉強会報告 2014.06.08 

日時:平成26年6月8日 (日)

会場:大阪府録錨草鎧富 3階

議室事:日本綾部用主会代表篠原孝市先生

T医道の日本語J2014年6月 臨床{ζ活かす古典 rNO.26 腹診』のお話から

四診の叡王室の切診というのは訴診のことである。 E重診や舌診は含まれない。 腹部に関する所見というの

は中国の古典の 7素問』や 7霊程』あるいは 7傷重量論iに出てくる。心下箔望号や3君臨苔渇のように出てく

る。ただ診察のカテゴリーという意味では、腹診というのが診察のカテゴリーになることは童重かった。日

本の中世の時代、 室町時代から銭をやっていた人たちの中で腹部の診察をやっていた伝統みたいなちのが

有って、銭灸の部分では御薗意震の意書5流とかに受け継がれる。もう一つは吉方派の援診で、意斎流や多

分流lま五震の診察というちのを中心にしているが、 五蔵の部分を抜いて胸認否活のように腹部の所克や、

胸、それから者中の所見、そういう部分を全部取り入れて、しかちそれを T告書寒霊童lの中で使われている

ような言葉で表現している。そういう風な形で江戸時代の末に至るまで腹診は段々発展したというのが全

体像だと患いますね。.!![診という名が定着するのは江戸時代の中期ですから1700年代にはいってからです

ね。それまでは媛援とか診涯と力、候震とか、そんな思な表現で使われていた。 腹診の伝統が中国におよぶ

のは、 清の時代の終わりごろに日本の腹診書 7診病奇仮』が中国雲に訳され刊行された1880年代以降です

ね。それで段々中国でち定着したというようなものだと患います。

-六元正記大論篇第七十一 第十三重~第十五重

・寂陰風木力司天の年の1年間の六気の願 【毎年変わるちの]

(初の気)陽明燥金司 (二の気)太陽動jく司 (三の気・司天)蕨陰風木司 (四の気)少陰君火司(五の

気)太陰主主土司 {終の気・在泉)少隠桓火=今次の年の初の気へ

-固定された六気の願 【毎年変わ6ないちの】

(初の気)原陰風木司 (二の気)少陰雲火司 (三の気)少鼠稲火=今(四の気)太陰潔土=今(五の気)陽明

燥金司(終の気)太陽動jく司次の年の{初の気)原陰恩木へ

[第十三重] (三の気・司天)に原絵風木がくる年は、巳 (シ，み)と亥(万イ，い)の年。 その内の

少角(木運不及}の年l孟丁巳 (テイシ)丁亥 (テイガイ)の年。完雪熱務復向。.湾 (金還)と重奏(火運}

が盛んになったり、それを抑えたりする。少角 (木運不及)(立、金が盛んになって木を越すという状態が

出てきて金の働きがある清が出てくる。金があまりにち強くなると木.tf'完全に抑えられるので火の働きが

ある熱が出てくる。火泡金となる。少寄生(火運不及)は笑巴 {キシ) ・笑亥 {キガイ)の年。重量雨勝復向

。(火をめぐって水と土2つの気が起こる)。少宮(土運不及)は己巴 (キシ} ・己亥(キガイ)の年。恩

清務復同じ(土をめぐ‘って木と金2つの気が起こる)。 少萄(金運不及)(ま乙巴 (イツシまたはオツシ}

・乙亥(イツガイまたはオツガイ)の年。熱寒議復同じ(金と火と水}。 少羽{水運不及)(孟、辛巴

(シンシ) ・辛亥(シンガイ)の年。雨風勝復問。(水と土と木)。



[第十四章] 初の気(今の1~3 月ごろ) は、 陽明燥金の彫重量で寒くなる。 二の気(今の3~5月ご

ろ)[立、太陽重量水の影響で非常に冷たい。 春なのにいつまでち寒い。 三の気(今の5~7月ごろ)は、や

っと蕨陰恩木の司天の気というちのが十分に働き、 風jl巻き起こる。 四の気(今の7~9月ごろ)は、 少

陰君火の影響と、毎年変わらないちのである太陰深土が加わり熟と湿の状態が出る。蒸し墨い。五の気

(今の9~11月ごろ)は、 太陰漂土の気が、毎年変わらない六気の陽明集金に乗っかるので湿と燥とい

う祖矛盾した状態が起こる。 暗く曇って、 陽E~燥金の気が働くととちに太陰漢土の気ち働くので重量さが

段々体に及んでく る。 終の気{今の 1 1~1月ごろ) [立、少陽椙火の熱の気が、 この時期を支配する。本

来は重量い時綴なので曇l孟隠れていないといけない時期なのに、 熱の気のt設さから出てくる.

[第十五霊] 五還が大過であれば早めに季節がやってくる。五還力涼及であれば遅れてやってくる。

{素問勉強会世話人 松本政己)


